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内容

・はじめに

・３階層ＳＱＡモデル構築

・３階層ＳＱＡモデル適用

・３階層ＳＱＡモデル改善

ー 上級ＳＱＡ改善活動

ー プロジェクトＳＱＡ改善活動

ー 形式ＳＱＡ改善活動

・まとめ／今後の取り組み
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はじめに

・パナソニックＧのソフト子会社
・３社が合併して２００７年４月設立
・３つの拠点４つの開発部門

広島研究所

名古屋研究所

本社（大阪府門真市）
第一システム研究所
第二システム研究所

新会社として約２年半前からＳＱＡ活動がスタート

■会社概要



4

Panasonic Advanced Technology Development Co., Ltd. SPI Japan 2009

３階層ＳＱＡモデル構築（１）

活動の実態は「見える化」以前で、改善が必要

課題①隣の部門と活動内容が異なる
・実施度、定着度にバラツキ
・一部の活動と捉え、殆ど実施していない部門もあった

課題②監査を形式的なものと捉えている
・準備不足で、誤字や記載ミスの確認に終わる場合もある

課題③ＳＱＡで検出した課題を共有する機会が少ない
・組織へのフィードバックがされにくい

■設立当初の課題
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制御

チェック

３階層ＳＱＡモデル構築（２）

階層別・目的別にＳＱＡ活動を定義し適用

上級ＳＱＡ

プロジェクトＳＱＡ

形式ＳＱＡ

プロセスと成果物の
妥当性・有効性確認

経営視点での確認

遵守性の確認

上級管理層の
活動を追加

従来ＳＱＡの
目的を整理し
区分

コミットメント

成果物保証

記入ミス確認
・・・・・
・・・
・・・・

フィードバック

フィードバック

■対策 2008年4月から適用
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３階層ＳＱＡモデル構築（３）

開発部門

ＳＱＡチーム

Ａプロジェクト

第１チーム 第２チーム

Ｂプロジェクト Ｃプロジェクト

（イメージ図）

ソフトウェア
エンジニアリング

部門

形式ＳＱＡ（プロジェクトリーダ）

プロジェクトＳＱＡ
（第三者）

上級ＳＱＡ
（経営層）

■３つのＳＱＡと組織の関係
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３階層ＳＱＡモデル構築（４）

■各ＳＱＡの種類

リリース時

種類名称

設計完了時

要件確定時

計画策定時
プロジェクトＳＱＡ

／

形式ＳＱＡ

完了承認レビュー

計画変更承認レビュー

計画承認レビュー

状況ヒアリング（随時）

プロジェクトヒアリング（半期に１回）

上級ＳＱＡ

各局面にてＳＱＡを実施している
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３階層ＳＱＡモデル適用（実績）

■２００８年度ＳＱＡ実施件数

上級ＳＱＡはプロジェクトＳＱＡの３倍の件数を実施

5月、10月は全プロジェクト対象の
プロジェクトヒアリングで件数増
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３階層ＳＱＡモデル適用（課題）

■上級ＳＱＡ
課題①上級ＳＱＡ担当者により監査の視点、指摘事項にバラツキあり
課題②監査対象物の質が低く、経営視点の確認、コミットに至らない

場合あり

■プロジェクトＳＱＡ
課題①プロジェクトＳＱＡ担当者により、監査結果の判定根拠にバラツキあり

■形式ＳＱＡ
課題①監査項目を正しく解釈できず、間違った自己診断結果あり

ＳＱＡを実施する担当者の技量／経験に左右されている
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上級ＳＱＡ改善活動（課題１）

課題①上級ＳＱＡ担当者により監査の視点、指摘事項にバラツキあり

■上級ＳＱＡ指摘事項分類（2008年度）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部門D

部門C

部門B

部門Ａ

L2

L3

１．８１Ｃ１

２．０５Ｂ

１．４０Ａ

１．２２Ｃ２

２．０６Ｄ

平均時間
（Ｈ/回）

担当

■上級ＳＱＡ実施時間

部門Ｃ、ＤでＬ3観点の指摘比率で２.５倍差
担当C2、Dで最大
０.８４Ｈの差異

CMM L2/L3観点

28%

71%

33%

43%

・監査の指摘事項と実施時間でバラツキがあった
・指摘事項でバラツキをはかる『ものさし』が無かった
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上級ＳＱＡ改善活動（対策１）

・上級ＳＱＡの種別毎に、大項目／中項目／小項目と監査のポイントを定義

・各部門の上級ＳＱＡ実施の議事録より、指摘事項の項目を精査し、監査ポイ
ントを定義

監査のポイントをまとめたガイドラインを設ける

組織標準：『上級SQA監査チェックポイント（計画承認）』より抜粋

次期体制の検討(部署連携など)体制の妥当性

先行投資(活動)の必要性

活動の具体性(いつまでに/何を)

プロジェクトの戦略検討度方向性の
妥当性

顧客ニーズ(状況)の把握度

業界動向の把握度動向/ニーズ
の把握度

中長期的な
スケジュール/
マイルストーン

小項目中項目大項目

2009年4月から適用

高位平準化を目指した監査のバラツキ低減策を実施
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上級ＳＱＡ改善活動（効果１）
■上級ＳＱＡ指摘事項分類（2009年度）

今期目標 開発範囲 開発体制前期メトリクス

・同じ『ものさし』で指摘事項の傾向を見れるようになる
・監査ポイントの統一が図れ、監査時間の差異が減少

■上級ＳＱＡの平均時間
平均時間

（Ｈ/回）

２．０６

１．２２

１．８１

２．０５

１．４０

2008
年度

１．５０Ｃ１

１．３９Ｂ

１．５３Ａ

１．４６Ｃ２

１．６３Ｄ

2009
年度

担当

0.84H ⇒ 0.24H
に担当者間の最大
差異が減少
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上級ＳＱＡ改善活動（課題２）

課題②監査対象物の質が低く、経営視点の確認、コミットに至らない場合あり

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部門D

部門C

部門B

部門A

全社

1回 2回 3回 4回レビュー回数

■計画承認レビュー回数比率（2008年度）

・監査対象物の質が低く、差し戻しが発生
・第三者チェックなしで、上級ＳＱＡを実施していた

8%

27%

全社で３２％の再レビュー実施率

＜再レビュー率＞
部門Ａ： ８％
部門Ｂ：４８％
部門Ｃ：４１％
部門Ｄ：２７％

48%

41%

32%
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上級ＳＱＡ改善活動（対策２）

・プロジェクトＳＱＡで監査対象物の質を確認し改善

・上級ＳＱＡ担当者に、監査のトピックスおよび、特に確認してもらいたいポイン
トを事前に報告

上級ＳＱＡの前に監査対象物の質の向上を実施

上級ＳＱＡとプロジェクトＳＱＡの実施順序を変更（上級ＳＱＡの前に実施）

2009年4月から適用

* プロジェクト名：ｘｘｘｘｘｘｘ
* 監査フェーズ（計画策定時）
* 是正の有無 ｘ件 是正期限 ｘ月ｘｘ日
* 所見
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上級ＳＱＡ改善活動（効果２）

■計画承認レビュー回数比率（2009年度）

第三者チェックにより、差し戻しが減少

全社で再レビュー実施率が３２％から１０％に減少

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部門D

部門C

部門B

部門A

全社

1回 2回 3回 4回レビュー回数

10%

11%

26%

0%

0%

＜再レビュー率＞
部門Ａ： ８％ ⇒ ０％
部門Ｂ：４８％ ⇒ １１％
部門Ｃ：４１％ ⇒ ２６％
部門Ｄ：２７％ ⇒ ０％
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プロジェクトＳＱＡ改善活動（課題）
課題①プロジェクトＳＱＡ担当者により、監査結果の判定根拠にバラツキあり

■計画策定時の判定結果の根拠記録率年度（2008年度）
（判定結果○で根拠を記録した率）

16%

84%

19%

81%

【計画策定時：31項目】 【リリース時：29項目】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部門D

部門C

部門B

部門A

全社

記録あり 記録無し

63%

57%

53%

81%

61%

計画策定時、リリース時
とも８０％以上の監査項目
で、認識のズレ

■認識合わせで判明した各監査項目の判定基準の相違（2008年度）

＜根拠記録率＞
部門Ａ：５７％
部門Ｂ：５３％
部門Ｃ：８１％
部門Ｄ：６３％

判定に認識のズレ有り、
かつ根拠の記録不十分
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プロジェクトＳＱＡ改善活動（対策）

高位平準化を目指した監査のバラツキ低減策を実施

・プロセスＤＢを利用していない
・利用した根拠が明確になっていない
・利用した類似プロジェクトのデータがプロジェクトの方針に合致していない

×

・○を満たしているが、文書化していない△

○

判定

・プロセスＤＢを利用している
・具体的に何を利用したか根拠を明確にし、文書化している
・利用した類似プロジェクトのデータがプロジェクトの方針に合致している

プロセスＤＢの利用に関する項目の判断基準の例

組織標準：『プロジェクトSQA判断基準ガイドライン（計画策定時）』より抜粋

・プロジェクトＳＱＡの監査項目の1つ1つに対して、○、△、×の判断基準を定義
・全員で、全監査項目をレビューし、判断基準の認識合わせを実施
・監査項目の1つ1つに判定結果のみでなく、何を確認したのか記録の徹底

各監査項目毎に判断基準を設ける 2009年4月から適用
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プロジェクトＳＱＡ改善活動（効果）

・判定結果の根拠記録率の向上
・監査結果のバラツキ低減に一歩前進

＜根拠記録率＞
部門Ａ：５７％ ⇒１００％
部門Ｂ：５３％ ⇒ ９８％
部門Ｃ：８１％ ⇒ ６０％
部門Ｄ：６３％ ⇒ ９４％

■計画策定時の判定結果の根拠記録率（2009年度）
（判定結果○で根拠を記録した率）

全社で判定結果の根拠記録率が６１％から８９％に向上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

部門D

部門C

部門B

部門A

全社

記録あり 記録無し

89%

98%

60%

100%

94%
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形式ＳＱＡ改善活動

＜対策＞
階層別ＳＱＡの目的に照らし、形式ＳＱＡ用に監査項目を再定義

課題①監査項目を正しく解釈できず、間違った自己診断結果あり

2009年4月から適用

・記入漏れ等のミス、遵守性の確認に絞り込む

・未決定事項の内容、対応時期、対応者を記載していますか？

・プロジェクトとして、どうなったら成功したと言えるのか、具体的に記載していますか？

・プロジェクトの開発目標・目的は記載していますか？

監査内容

組織標準：『形式SQA監査項目（計画策定時）』より抜粋

＜効果＞
記入漏れなど軽微な内容は、プロジェクトＳＱＡの前に是正傾向

自己診断結果の誤りが改善した
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まとめ

■各階層のＳＱＡ監査で、バラツキを低減する仕組みを導入
・上級ＳＱＡで、監査のポイントをまとめたガイドラインを導入
・プロジェクトＳＱＡで、各監査項目毎に判断基準を導入
・形式ＳＱＡで、記入漏れ等のミス、遵守性の確認に監査項目再定義

３社合併直後の各拠点依存の活動から
Ｏｎｅ ＰＡＤとしての真のＳＱＡ活動がスタート！！

課題とした監査のバラツキ低減が一歩前進

■取り組みに際して、ＳＱＡＧ全員での認識合わせの徹底

ＯＪＴのトレーニングとなり、各担当者の能力が向上

各拠点担当者間の連携力強化／一体感の醸成
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今後の取り組み

最終ゴールは、品質の徹底的な「見える化」実現

■ＳＱＡ活動の質の向上
・３階層ＳＱＡの有効性（経営貢献）を評価し、ＳＱＡプロセスを改善
・課題の傾向／原因を組織で共有し、再発防止の仕組み作り
・プロダクト品質保証に、一歩踏み込んだ活動

■ＳＱＡ活動リソースの最適配分
・プロジェクト特性に応じた、メリハリをつけた効果ある活動


